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　　　　お星さま、きれいだな

せんせいと…緒紅お量さまをみているところ

　’⑳’
　〈うさぎ組〉

たかはしちかさん

（天水島・久保田）

　　　　　松之山（都屋）匹8・2王
※8月三日から31日までの属串分です。　　　i

紘轍職せてほしくない方は、儲のとき1

に繍に編しください．　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

＞

　鰍駄　　舷雌
園圏圃圏
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7・8・8下）
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相澤サワさん

　　　　小俗
高澤三三栄作さん

　　　　大荒戸
布施仲藏さん

　　　　黒倉
慮岸繁勝さん　1
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S
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ご
と
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黛
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書

　
　
　
類
事
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雛
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会

22
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長
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欝
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選
挙
管
理
翼
会

24

環
　
選
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管
理
員
会

欝
研
　
騎
長
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織
議
会
議
員
一
般
選

　
　
　
挙
の
投
票
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・
闘
票
欝

28

嗣
　
町
長
・
鰭
議
会
議
鍛
｝
般
選

　
　
　
挙
の
当
選
証
書
付
与
式

29

照
　
農
業
餐
員
会
総
会

　
　
　
議
会
全
蝿
協
議
会

▼
9
月
絡
田
～
冊
月
獅
β
の
予
定

雛
鷺
　
秋
の
全
團
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　
（
3
0
嗣
ま
で
）

i
田
國
勢
調
登

　
　
　
大
厳
寺
蕎
原
キ
ノ
コ
狩
大
会

9
鷺
　
成
分
献
愈
（
役
場
）

m
欝
　
第
扮
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
　
大
厳
寺
薦
原
キ
ノ
コ
狩
大
会

　
　
第
｝
翻
購
ゆ
と
り
駅
伝
大
会

短
日
　
親
子
映
薦
の
夕
べ

一町の動春

9拷旧現筏

総入1コ3，530人（一7）

　　舅i，719人（一5）

　　女1，8i1人（一2）

世帯数1，169戸（一5）

一

　
　
　
　
　
編
集
室
か
ら

　
暑
い
暑
い
と
露
っ
て
い
た
夏
も
終

わ
り
、
い
つ
の
間
に
か
収
穫
の
秋
を

迎
え
ま
し
た
。
つ
い
先
臼
ま
で
わ
が

家
の
池
で
に
ぎ
や
か
に
合
唱
し
て
い

た
カ
エ
ル
た
ち
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
。
カ
エ
ル
の
に
ぎ
や

か
な
歌
声
か
ら
コ
オ
ロ
ギ
の
涼
し
げ

な
テ
ン
ポ
の
良
い
歌
声
は
一
磨
秋
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
▼
こ
の
季

節
に
な
る
と
楽
し
み
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
鳥
た
ち
の
渡
り
を
観

察
す
る
こ
と
憾
、
す
。
夏
、
8
本
で
子

育
て
を
終
え
た
鳥
た
ち
が
越
冬
の
た

め
南
の
蟹
へ
渡
っ
て
行
き
ま
す
。
当

鑓
で
は
、
深
坂
峰
付
近
や
大
松
山
で

渡
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

何
度
見
て
も
そ
の
様
子
に
感
動
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ヒ
ヨ
ド
リ
や
サ
シ
バ

な
ど
、
今
年
は
ど
の
く
ら
い
感
動
す

る
場
瀬
に
出
会
え
る
の
か
。
い
ま
か

ら
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
ま
す
。

16
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不老閣ぺ歩行車葦舗
　　　　憶劇アルミ缶集め5胴

　松之山小学校の4年生15人は、糧会科の勉強でリサイクルを知

ヅアルミ衝勧を飾ました．5肋らはじめたrアル満」

集めは、家族や地域の皆さんの協力で8月30日に目標の5万綱を

達成。そして、そのお金で「歩行車謡を2台購入、9月26濤に特

別養護老人ホームの不老閣へ寄贈しました。晃童たちは、大きな

目標を達成した喜びとリサイクルの大切さを実感していました。
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住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

羅戴6集度

算灘
級叢鐵漁鶴難譲ター鑓議愚想麟　饗賑欝懸茎簿
職9年3脳助郷供醐始に顧ナ藤が進む下水道蝶

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

　
平
成
穴
年
度
の
驚
硝
般
会
讃
及
び
国
罠
健
康
保
険
特
劉
会
計
な
ど
照
つ
の
特

別
会
讃
が
、
九
月
定
例
議
会
で
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
、

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
が
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
六
年
度
の
一
般
会
計
で
は
、

当
初
予
算
、
一
一
十
二
億
三
千
六
蕩
万
円

に
対
し
、
そ
の
後
十
一
翻
の
補
五
で

五
億
三
千
酉
十
八
万
円
と
平
成
五
隼

度
の
繰
越
明
許
費
を
加
え
た
簸
終
予

算
額
は
、
三
十
八
億
二
千
八
否
十
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
一
番
大
き
な
翻
禽
を
占
め

る
の
が
地
方
交
付
税
で
、
十
八
億
六

千
二
百
二
十
灘
万
円
で
し
た
。
歳
入

全
体
の
囎
九
・
九
％
を
右
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
晶
興
年
一
度
よ
り
賜
千
二

十
霞
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
次
に
多
い
の
が
県
支
出
金
の
五
億

一
千
五
蒼
七
十
五
万
円
、
公
篠
費
の

三
億
九
千
七
毒
六
十
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
購
税
は
工
億
霞
千
七
十
囲
万
円

で
全
体
の
穴
・
五
％
で
し
た
．

　
購
税
や
繰
越
金
・
使
絹
料
及
び
手

数
料
な
ど
、
自
分
の
町
で
徴
収
ま
た

は
収
納
で
き
る
お
金
は
「
自
竃
財
源
」

と
欝
い
ま
す
。
一
方
、
地
方
交
付
税

や
圏
庫
・
県
支
出
金
、
町
篠
な
ど
は
、

そ
の
収
入
に
園
や
票
が
関
わ
っ
て
い

る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
「
依
存
財
源
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
当
町
の
場
合

は
、
依
存
財
源
が
八
二
．
八
％
も
あ

り
嵩
い
依
存
度
と
な
っ
て
い
豪
す
。

　
次
は
歳
礁
で
す
。
歳
出
で
最
も
多

く
蕎
め
て
い
る
の
は
、
農
林
水
産
業

費
の
八
億
　
千
否
十
八
万
円
で
、
歳

患
全
捧
の
二
二
・
○
％
に
な
り
ま
す
。

次
い
で
、
総
務
費
の
六
億
五
蕾
六
十

九
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
直
接
負
挺
と
な
る
町
税

の
町
罠
一
人
当
り
の
お
金
は
、
六
万

八
千
百
九
十
九
円
。
ま
た
、
購
艮
一

人
当
り
に
使
わ
れ
た
お
金
は
、
酉
四

万
三
千
二
蕎
五
十
四
円
で
し
た
。

ヨ
き
ゅ

｝
、
…
圭

　こいロロド
ザ

漣塵年塑鐘別遷
項　　　　　　目 歳　　入 歳　　出 残　　　額

一　　般　　会　　計 37億3，095万円 36億8，268万円 4，827万円

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

保国
　民
　健
険康

国保事業 3億5，674万円 3億4，852万円 822万円

診療所 3億3，499万円 3億2，704万円
795万円

老　人保健 4億3，777万円 4億3，630万円
147万円

簡易水道事業 3億0，580万円 2億9，2妬万円
1，334万円

下水道事業 4億6，302万円 4億3，969万円
2，333万円

計 18億9，832万円 娼億4，40玉万円 5，431万円

o※残額には、翌年度繰越事業の一般財源が禽豪れて

一般会計決算の内訳

の他金町税、使絹料及び手数料・繰入金・その他

6億4，G86万円

自

主
財

依存財源（82．8％）

源

（17．2％〉

　1……ll轟入地綴翫
1懸、譜双騨（4醐9％）

地方交付税、町蟹、県支嵐金、その他

　　　3G億9曾009万円

町民璽人当りに使われたお金

罠　　生　　費 農林水産業費
、、

、

Q　く＝》

含（
蝋！『ヴ

、．・縄螺ll霧

　嚇）　鎚　汐
ll8，429円 229，795円

教　　畜　　費 総　　務　　費

飛　　　、。

脅　，

◎簿

圃
　
》
●
・
鱗
糊　醗
　fマ。

85，679円 171，585円

衛　　生　　費 土　　木　　費

“

，　　　　もら

5i，628円 156，903円

商工費・その他 公　　債　　費

で騨

　’■、♪等　　　　　　　　’

8

99，903円 129，332円

総額 葉，043，254円

その他　2億3，86i万円
　（6．4％）

使痢料及び
　　手数料
9．235万円
（2．5％〉

　團魔支出金　　　　、
　　珂意8，154万肖

　　（4．9％）

繰入金
2億0，213万円
（5．4％）

　　　　町税

　　　　2鰍鋼納
　　　　（6．5％）

総務費
6億0，569万円
　　（16．4％）

44万需（0．2％）

（平成7年9月1鷺の人口3，530人）

軽良劾車税613万円　（2．5％）

入湯税1，72

町　浅　税

1億0，802万円

　　（44．9％）

園定資産税

　　9，685万円

　　（40．3％）

町←ば一親1201万円 ，729万円
（7．2％）

農林水産業費
8億1，l　i8万円

　（22．G％〉

商工費臆6，G32万円（4．4％〉

消防費　8，254万需〈2．2％）

その他臆G，978万円（3．e％）

衛生費
1億8，225万鶏
　（5．G％〉、

’歳　出

36億8，268
　　　万円

撫＼
曜麹

蘇勘

土木費
5億5，387万円
（i5．0％〉

轟鎌・

町鏡1人当りが町税を負担したお金68，199円

　　　　　　　　　　　　　　　　特別土地｛呆有

　　　　　　　　　　　　軽臼動車税613万円

町たばこ税1，2創万円
　　　　　　（5．o％）

3
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住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

羅戴6集度

算灘
級叢鐵漁鶴難譲ター鑓議愚想麟　饗賑欝懸茎簿
職9年3脳助郷供醐始に顧ナ藤が進む下水道蝶

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

　
平
成
穴
年
度
の
驚
硝
般
会
讃
及
び
国
罠
健
康
保
険
特
劉
会
計
な
ど
照
つ
の
特

別
会
讃
が
、
九
月
定
例
議
会
で
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
、

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
が
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
六
年
度
の
一
般
会
計
で
は
、

当
初
予
算
、
一
一
十
二
億
三
千
六
蕩
万
円

に
対
し
、
そ
の
後
十
一
翻
の
補
五
で

五
億
三
千
酉
十
八
万
円
と
平
成
五
隼

度
の
繰
越
明
許
費
を
加
え
た
簸
終
予

算
額
は
、
三
十
八
億
二
千
八
否
十
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
一
番
大
き
な
翻
禽
を
占
め

る
の
が
地
方
交
付
税
で
、
十
八
億
六

千
二
百
二
十
灘
万
円
で
し
た
。
歳
入

全
体
の
囎
九
・
九
％
を
右
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
晶
興
年
一
度
よ
り
賜
千
二

十
霞
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
次
に
多
い
の
が
県
支
出
金
の
五
億

一
千
五
蒼
七
十
五
万
円
、
公
篠
費
の

三
億
九
千
七
毒
六
十
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
購
税
は
工
億
霞
千
七
十
囲
万
円

で
全
体
の
穴
・
五
％
で
し
た
．

　
購
税
や
繰
越
金
・
使
絹
料
及
び
手

数
料
な
ど
、
自
分
の
町
で
徴
収
ま
た

は
収
納
で
き
る
お
金
は
「
自
竃
財
源
」

と
欝
い
ま
す
。
一
方
、
地
方
交
付
税

や
圏
庫
・
県
支
出
金
、
町
篠
な
ど
は
、

そ
の
収
入
に
園
や
票
が
関
わ
っ
て
い

る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
「
依
存
財
源
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
当
町
の
場
合

は
、
依
存
財
源
が
八
二
．
八
％
も
あ

り
嵩
い
依
存
度
と
な
っ
て
い
豪
す
。

　
次
は
歳
礁
で
す
。
歳
出
で
最
も
多

く
蕎
め
て
い
る
の
は
、
農
林
水
産
業

費
の
八
億
　
千
否
十
八
万
円
で
、
歳

患
全
捧
の
二
二
・
○
％
に
な
り
ま
す
。

次
い
で
、
総
務
費
の
六
億
五
蕾
六
十

九
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
直
接
負
挺
と
な
る
町
税

の
町
罠
一
人
当
り
の
お
金
は
、
六
万

八
千
百
九
十
九
円
。
ま
た
、
購
艮
一

人
当
り
に
使
わ
れ
た
お
金
は
、
酉
四

万
三
千
二
蕎
五
十
四
円
で
し
た
。

ヨ
き
ゅ

｝
、
…
圭

　こいロロド
ザ

漣塵年塑鐘別遷
項　　　　　　目 歳　　入 歳　　出 残　　　額

一　　般　　会　　計 37億3，095万円 36億8，268万円 4，827万円

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

保国
　民
　健
険康

国保事業 3億5，674万円 3億4，852万円 822万円

診療所 3億3，499万円 3億2，704万円
795万円

老　人保健 4億3，777万円 4億3，630万円
147万円

簡易水道事業 3億0，580万円 2億9，2妬万円
1，334万円

下水道事業 4億6，302万円 4億3，969万円
2，333万円

計 18億9，832万円 娼億4，40玉万円 5，431万円

o※残額には、翌年度繰越事業の一般財源が禽豪れて

一般会計決算の内訳

の他金町税、使絹料及び手数料・繰入金・その他

6億4，G86万円

自

主
財

依存財源（82．8％）

源

（17．2％〉

　1……ll轟入地綴翫
1懸、譜双騨（4醐9％）

地方交付税、町蟹、県支嵐金、その他

　　　3G億9曾009万円

町民璽人当りに使われたお金

罠　　生　　費 農林水産業費
、、

、

Q　く＝》

含（
蝋！『ヴ

、．・縄螺ll霧

　嚇）　鎚　汐
ll8，429円 229，795円

教　　畜　　費 総　　務　　費

飛　　　、。

脅　，

◎簿

圃
　
》
●
・
鱗
糊　醗
　fマ。

85，679円 171，585円

衛　　生　　費 土　　木　　費

“

，　　　　もら

5i，628円 156，903円

商工費・その他 公　　債　　費

で騨

　’■、♪等　　　　　　　　’

8

99，903円 129，332円

総額 葉，043，254円

その他　2億3，86i万円
　（6．4％）

使痢料及び
　　手数料
9．235万円
（2．5％〉

　團魔支出金　　　　、
　　珂意8，154万肖

　　（4．9％）

繰入金
2億0，213万円
（5．4％）

　　　　町税

　　　　2鰍鋼納
　　　　（6．5％）

総務費
6億0，569万円
　　（16．4％）

44万需（0．2％）

（平成7年9月1鷺の人口3，530人）

軽良劾車税613万円　（2．5％）

入湯税1，72

町　浅　税

1億0，802万円

　　（44．9％）

園定資産税

　　9，685万円

　　（40．3％）

町←ば一親1201万円 ，729万円
（7．2％）

農林水産業費
8億1，l　i8万円

　（22．G％〉

商工費臆6，G32万円（4．4％〉

消防費　8，254万需〈2．2％）

その他臆G，978万円（3．e％）

衛生費
1億8，225万鶏
　（5．G％〉、

’歳　出

36億8，268
　　　万円

撫＼
曜麹

蘇勘

土木費
5億5，387万円
（i5．0％〉

轟鎌・

町鏡1人当りが町税を負担したお金68，199円

　　　　　　　　　　　　　　　　特別土地｛呆有

　　　　　　　　　　　　軽臼動車税613万円

町たばこ税1，2創万円
　　　　　　（5．o％）
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1
寸
O
o
り
ー

9月定例議会

平成6年度会計決算の認定

災害復旧費などの補正を議決

　
平
成
七
隼
第
五
鐡
の
興
議
会
建
例

瓜
が
、
十
月
、
．
、
籏
・
購
購
の
二
総
聞

開
催
さ
れ
ま
し
た
、
審
議
さ
れ
た
内

容
は
、
平
成
六
年
度
の
五
つ
の
会
誹

決
算
と
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
七

年
度
の
補
蕉
予
算
な
ど
で
し
た
。

　
ま
ず
、
俊
藤
購
長
の
購
長
当
選
後

初
め
グ
極
の
定
例
議
金
で
の
施
政
方
針

演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
次
い
で
、
平

成
六
年
度
決
算
の
審
議
と
な
り
ま
し

た
。
決
舞
の
詳
し
い
内
容
は
、
蔚
ぺ

ー
ジ
で
お
蜘
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
、

　
条
例
の
改
正
ヂ
、
は
、
　
「
松
之
出
町

特
甥
職
の
職
鰻
で
罪
常
勤
の
も
の
の

報
醗
及
び
費
屠
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
蕉
す
る
条
例
」
な
ど
圏

条
例
の
一
部
改
鐙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定例議会で答弁を行う佐藤町長

　
ま
た
、
町
圏
定
資
産
評

緬
委
愚
会
委
蝿
の
選
伍
の

陶
恵
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
潤
で
は
、
5
名

の
議
貫
が
「
町
政
の
基
添

施
政
臓
つ
い
て
㌧
過
疎
と

高
齢
化
の
進
む
町
で
、
そ

の
展
望
に
つ
い
て
」
「
選
挙

ポ
ス
タ
ー
の
搦
示
籔
所
の

統
～
化
紅
つ
い
て
㌧
購
防

災
体
鰯
に
つ
い
て
㌦
過
錬

と
職
場
に
つ
い
て
し
な
ど

二
十
二
項
目
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
町
長
の
施

「
ー
ー
ー
…
ー
！
ー
…

「　’

1一般会討補正予算の主なもの

〔歳　出）　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　（単位．千円）

⇔総　務　費

　・財政調整基金積立金　　　　　　60，000

⇔農林承産業費

　・臨道災害応急鰐策工事　　　　　　8，200

　・隼ケ鼻浦田線林道舗装工事　　　U，9鐙

◇商　工　費

　・スキー場リフト等修繕費　　　　5，394

〈〉土　木　費

　・湯本兎口線改良工事　　　　　　　19，196

　・聴営住宅建設地区内道路工事　　4，鴇O

く〉災害復1β費

政
方
針
と
一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容

は
、
議
会
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
七
琿
度
の
…
般
会
議
及
び
特

別
会
翫
の
補
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
予
簾
関
係
】

◇
一
般
会
計
補
正

　
　
第
三
園
専
決
補
正
分
と
今
回
の

　
第
照
翻
の
補
正
を
禽
わ
せ
た
二
億

　
工
千
欝
九
十
鍍
万
八
千
円
を
追
舶

　
し
、
総
額
三
十
六
億
八
千
八
酉
九

　
十
照
万
幽
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
霊
な
も
の
は
溺
表
の
と
お
り
で

　
す
。

◇
国
跳
健
康
保
険
特
溺
会
計
補
正

　
　
事
業
勘
定
は
第
二
回
専
決
補
疋

　
分
と
今
園
の
第
三
回
の
補
疋
を
合

　
わ
せ
た
六
讐
三
十
二
万
三
千
円
を

　
追
加
し
、
総
額
で
三
億
照
百
照
牽

　
万
円
と
な
り
ま
し
た
、

　
　
ま
た
、
鷹
営
診
療
施
設
松
之
山

　
診
療
所
勘
定
は
葺
八
十
一
万
五
千

　
円
を
追
加
し
、
総
額
で
三
億
二
千

　
八
醤
牽
八
万
三
千
円
と
な
り
ま
し

　
た
。

◇
下
水
道
事
業
特
刷
会
計
捕
正

　
　
第
二
園
専
決
補
正
分
と
今
麹
の

　
第
鷺
回
の
補
正
分
と
も
歳
緻
予
算

　
内
の
補
正
の
た
め
、
総
額
五
億
八

　
千
七
欝
九
十
三
万
九
千
円
に
は
変

　
更
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
心

【
条
例
関
係
】

◇
　
松
之
慮
購
特
甥
職
の
職
興
で
葬

　
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
の
｝
部
を
改
正

　
す
る
条
例

◇
　
松
之
山
町
税
条
鋼
の
㎜
部
を
改

i　・晦道大荒戸松代線災害復旧工事　雛，870
…
1　　・購道越ねずみ持線　　〃　　　　　5，0姐

i　　・小規模災害復澱費補助金　　　　　5，GOOl　　・農地災害復旧工事　　　　　　　　鍍，000
モ

L蝶隼ケ鼻灘線災害復順藤・㈱

　
正
す
る
条
例

◇
　
松
之
山
町
農
林
水
産
物
直
売
所

　
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

　
条
鯛
の
一
部
を
改
疋
す
る
条
例

◇
　
松
之
山
町
畜
産
経
営
近
代
化
施

　
設
（
畜
舎
）
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

町
固
定
資
産
評
価
委
員

会
委
員
の
選
任

　
九
月
三
十
日
で
任
期
の
満
了
と
な

っ
た
町
嗣
定
資
産
評
髄
審
資
委
翼
会

委
員
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
圃
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

　
蔑
沢
宏
砥
さ
ん
（
大
荒
戸
）

4

悪
質
業
者
が

　
　
　
　
あ
な
た
を
狙
っ

　
悪
質
商
法
と
は
、
簡
雛
に
い
え
ば

人
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
だ
り
、
夢
や

希
望
を
食
い
物
に
し
た
り
し
て
、
書

葉
巧
み
に
蕩
額
な
商
贔
や
サ
…
ビ
ス

を
売
り
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　
蕎
齢
化
が
進
む
中
で
、
お
年
寄
り

だ
け
の
撹
帯
や
日
中
㎜
入
で
留
嘗
番

を
す
る
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
こ
の
悩
み
や
弱
さ
に
つ
け
込
み

悪
質
な
販
売
活
動
を
行
う
業
者
が
い

ま
す
。
　
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
て
も
霞
葉
巧
み
な
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
で
契
約
を
迫
っ
た
り
、
公

的
機
関
を
装
っ
て
商
最
を
売
り
つ
け

た
り
し
て
き
ま
す
。

　
当
町
で
も
今
隼
に
入
っ
て
、
お
駕

寄
り
が
こ
の
悪
質
商
法
で
被
霧
に
あ

っ
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
な
ど
で
被

害
に
あ
っ
た
場
合
の
契
約
の
解
除
が

で
き
る
綱
度
と
、
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ク
董
リ
ン
グ
・
オ
フ

知
っ
て
い
ま
す
か

て

　
訪
問
販
売
な
ど
で
、
訪
問
販
売
法

で
定
め
ら
れ
た
指
定
商
最
や
権
利
、

サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
た
場
含
、
契
約

の
臼
を
含
め
八
臼
以
内
に
書
面
（
簡

易
書
留
ハ
ガ
キ
か
内
容
証
明
郵
便
〉

で
通
籟
す
る
と
、
無
条
件
で
契
約
の

解
除
が
で
き
る
謝
度
の
こ
と
で
す
。

ク
薯
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
と

◇
支
払
っ
た
代
金
は
全
額
返
還
さ
れ

　
ま
す
。

◇
損
警
賠
償
や
契
約
金
を
払
う
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
商
贔
の
取
り
引
き
に
要
す
る
費
胴

　
は
業
者
負
麺
で
す
。

◇
役
務
の
提
供
な
ど
で
現
状
が
変
わ

　
つ
た
と
き
は
、
無
条
件
で
元
の
状

　
態
に
戻
し
て
も
ら
え
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必
ず
書
面
で

◇
書
面
を
発
送
し
た
時
点
で
、
解
除

　
の
効
力
が
発
盤
し
ま
す
。
　
（
八
照

　
以
内
の
滴
印
が
あ
れ
ば
有
効
）

〈
〉
確
輿
に
証
拠
を
残
す
た
め
、
内
容

　
証
明
郵
便
や
ハ
ガ
キ
を
簡
易
轡
留

い
る

　
扱
い
に
し
ま
す
。

φ
発
送
の
樫
え
と
し
て
、
ハ
ガ
キ
の

　
爾
面
の
写
し
を
手
元
に
残
し
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
う
ま
い
語
は
疑
っ
て
か
か
る
こ
と
。

②
知
ら
な
い
人
に
は
膜
重
に
接
す
る
。

③
相
手
の
身
な
り
や
態
度
に
ま
ど
わ

　
さ
れ
な
い
。

④
「
話
だ
け
で
も
聞
い
て
や
ろ
う
篇

　
は
禁
物
。

⑤
槽
拳
を
玄
関
の
中
に
入
れ
な
い
。

⑥
そ
の
場
で
契
約
し
た
り
、
お
金
を

　
払
わ
な
い
。

⑦
ひ
と
り
で
決
め
な
い
で
、
家
族
に

　
相
談
す
る
、

⑧
消
費
者
空
活
セ
ン
タ
ー
や
購
役
場

　
内
滴
費
者
相
談
窓
環
（
総
務
課
内
）

　
ま
た
は
、
警
察
署
。
駐
在
所
に
相

　
談
・
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
．

新
潟
票
滴
費
奢
生
活
セ
ン
タ
ー

　
費
0
2
5
－
2
8
5
－
4
1
9
6

《
資
料
提
供
、
新
潟
県
消
費
餐
生
活

セ
ン
タ
ー
》

こ
ん
な
手
q
に
気
を
つ
け
て

闘S　F（催眠）商法醸鱒

弓鑓◎・
　日嗣贔がタダでもらえると聞いて、近くの会

場に行った。手をあげて石けんやカゴなどをも

らったあとに「高級羽毛ふとんを格安で欲しい

人は手を上げて」と警われ、思わず手をあげて

しまい、契約することに。その場の雰麗気に負

けて必要のないものを買わされてしまった。

点検商法

ノ

』，ア．双

、8、

、

争
ρ

　ある8突然、鋼服のようなものを蒼た人がヂ消

防署の方から消火欝の点検に来ました」と書っ

てやって来た。備えてあった消火麗を晃せたと

ころ「これは古い璽なので、安全のために取り

替えましょう」と書われ、新しい消火羅を買わ

された。あとから消防署に問い合わせたら、消

火雛の販売などしていない』と書われた。

※消火器が必要な場合は町であっせんします。

5
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平
成
七
隼
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五
鐡
の
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会
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瓜
が
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十
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、
．
、
籏
・
購
購
の
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総
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開
催
さ
れ
ま
し
た
、
審
議
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た
内

容
は
、
平
成
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年
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会
誹

決
算
と
条
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改
正
、
平
成
七

年
度
の
補
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予
算
な
ど
で
し
た
。

　
ま
ず
、
俊
藤
購
長
の
購
長
当
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後

初
め
グ
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定
例
議
金
で
の
施
政
方
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が
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ま
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た
．
次
い
で
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成
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度
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容
は
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蜘
ら
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の
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で
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の
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償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
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す
る
条
例
」
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ど
圏

条
例
の
一
部
改
鐙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定例議会で答弁を行う佐藤町長

　
ま
た
、
町
圏
定
資
産
評

緬
委
愚
会
委
蝿
の
選
伍
の

陶
恵
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
潤
で
は
、
5
名

の
議
貫
が
「
町
政
の
基
添

施
政
臓
つ
い
て
㌧
過
疎
と

高
齢
化
の
進
む
町
で
、
そ

の
展
望
に
つ
い
て
」
「
選
挙

ポ
ス
タ
ー
の
搦
示
籔
所
の

統
～
化
紅
つ
い
て
㌧
購
防

災
体
鰯
に
つ
い
て
㌦
過
錬

と
職
場
に
つ
い
て
し
な
ど

二
十
二
項
目
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
町
長
の
施

「
ー
ー
ー
…
ー
！
ー
…

「　’

1一般会討補正予算の主なもの

〔歳　出）　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　（単位．千円）

⇔総　務　費

　・財政調整基金積立金　　　　　　60，000

⇔農林承産業費

　・臨道災害応急鰐策工事　　　　　　8，200

　・隼ケ鼻浦田線林道舗装工事　　　U，9鐙

◇商　工　費

　・スキー場リフト等修繕費　　　　5，394

〈〉土　木　費

　・湯本兎口線改良工事　　　　　　　19，196

　・聴営住宅建設地区内道路工事　　4，鴇O

く〉災害復1β費

政
方
針
と
一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容

は
、
議
会
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
七
琿
度
の
…
般
会
議
及
び
特

別
会
翫
の
補
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
予
簾
関
係
】

◇
一
般
会
計
補
正

　
　
第
三
園
専
決
補
正
分
と
今
回
の

　
第
照
翻
の
補
正
を
禽
わ
せ
た
二
億

　
工
千
欝
九
十
鍍
万
八
千
円
を
追
舶

　
し
、
総
額
三
十
六
億
八
千
八
酉
九

　
十
照
万
幽
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
霊
な
も
の
は
溺
表
の
と
お
り
で

　
す
。

◇
国
跳
健
康
保
険
特
溺
会
計
補
正

　
　
事
業
勘
定
は
第
二
回
専
決
補
疋

　
分
と
今
園
の
第
三
回
の
補
疋
を
合

　
わ
せ
た
六
讐
三
十
二
万
三
千
円
を

　
追
加
し
、
総
額
で
三
億
照
百
照
牽

　
万
円
と
な
り
ま
し
た
、

　
　
ま
た
、
鷹
営
診
療
施
設
松
之
山

　
診
療
所
勘
定
は
葺
八
十
一
万
五
千

　
円
を
追
加
し
、
総
額
で
三
億
二
千

　
八
醤
牽
八
万
三
千
円
と
な
り
ま
し

　
た
。

◇
下
水
道
事
業
特
刷
会
計
捕
正

　
　
第
二
園
専
決
補
正
分
と
今
麹
の

　
第
鷺
回
の
補
正
分
と
も
歳
緻
予
算

　
内
の
補
正
の
た
め
、
総
額
五
億
八

　
千
七
欝
九
十
三
万
九
千
円
に
は
変

　
更
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
心

【
条
例
関
係
】

◇
　
松
之
慮
購
特
甥
職
の
職
興
で
葬

　
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
に
関
す
る
条
例
の
｝
部
を
改
正

　
す
る
条
例

◇
　
松
之
山
町
税
条
鋼
の
㎜
部
を
改

i　・晦道大荒戸松代線災害復旧工事　雛，870
…
1　　・購道越ねずみ持線　　〃　　　　　5，0姐

i　　・小規模災害復澱費補助金　　　　　5，GOOl　　・農地災害復旧工事　　　　　　　　鍍，000
モ

L蝶隼ケ鼻灘線災害復順藤・㈱

　
正
す
る
条
例

◇
　
松
之
山
町
農
林
水
産
物
直
売
所

　
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

　
条
鯛
の
一
部
を
改
疋
す
る
条
例

◇
　
松
之
山
町
畜
産
経
営
近
代
化
施

　
設
（
畜
舎
）
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

町
固
定
資
産
評
価
委
員

会
委
員
の
選
任

　
九
月
三
十
日
で
任
期
の
満
了
と
な

っ
た
町
嗣
定
資
産
評
髄
審
資
委
翼
会

委
員
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
圃
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

　
蔑
沢
宏
砥
さ
ん
（
大
荒
戸
）

4

悪
質
業
者
が

　
　
　
　
あ
な
た
を
狙
っ

　
悪
質
商
法
と
は
、
簡
雛
に
い
え
ば

人
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
だ
り
、
夢
や

希
望
を
食
い
物
に
し
た
り
し
て
、
書

葉
巧
み
に
蕩
額
な
商
贔
や
サ
…
ビ
ス

を
売
り
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　
蕎
齢
化
が
進
む
中
で
、
お
年
寄
り

だ
け
の
撹
帯
や
日
中
㎜
入
で
留
嘗
番

を
す
る
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
こ
の
悩
み
や
弱
さ
に
つ
け
込
み

悪
質
な
販
売
活
動
を
行
う
業
者
が
い

ま
す
。
　
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
て
も
霞
葉
巧
み
な
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
で
契
約
を
迫
っ
た
り
、
公

的
機
関
を
装
っ
て
商
最
を
売
り
つ
け

た
り
し
て
き
ま
す
。

　
当
町
で
も
今
隼
に
入
っ
て
、
お
駕

寄
り
が
こ
の
悪
質
商
法
で
被
霧
に
あ

っ
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
な
ど
で
被

害
に
あ
っ
た
場
合
の
契
約
の
解
除
が

で
き
る
綱
度
と
、
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ク
董
リ
ン
グ
・
オ
フ

知
っ
て
い
ま
す
か

て

　
訪
問
販
売
な
ど
で
、
訪
問
販
売
法

で
定
め
ら
れ
た
指
定
商
最
や
権
利
、

サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
た
場
含
、
契
約

の
臼
を
含
め
八
臼
以
内
に
書
面
（
簡

易
書
留
ハ
ガ
キ
か
内
容
証
明
郵
便
〉

で
通
籟
す
る
と
、
無
条
件
で
契
約
の

解
除
が
で
き
る
謝
度
の
こ
と
で
す
。

ク
薯
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
と

◇
支
払
っ
た
代
金
は
全
額
返
還
さ
れ

　
ま
す
。

◇
損
警
賠
償
や
契
約
金
を
払
う
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
商
贔
の
取
り
引
き
に
要
す
る
費
胴

　
は
業
者
負
麺
で
す
。

◇
役
務
の
提
供
な
ど
で
現
状
が
変
わ

　
つ
た
と
き
は
、
無
条
件
で
元
の
状

　
態
に
戻
し
て
も
ら
え
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必
ず
書
面
で

◇
書
面
を
発
送
し
た
時
点
で
、
解
除

　
の
効
力
が
発
盤
し
ま
す
。
　
（
八
照

　
以
内
の
滴
印
が
あ
れ
ば
有
効
）

〈
〉
確
輿
に
証
拠
を
残
す
た
め
、
内
容

　
証
明
郵
便
や
ハ
ガ
キ
を
簡
易
轡
留

い
る

　
扱
い
に
し
ま
す
。

φ
発
送
の
樫
え
と
し
て
、
ハ
ガ
キ
の

　
爾
面
の
写
し
を
手
元
に
残
し
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
う
ま
い
語
は
疑
っ
て
か
か
る
こ
と
。

②
知
ら
な
い
人
に
は
膜
重
に
接
す
る
。

③
相
手
の
身
な
り
や
態
度
に
ま
ど
わ

　
さ
れ
な
い
。

④
「
話
だ
け
で
も
聞
い
て
や
ろ
う
篇

　
は
禁
物
。

⑤
槽
拳
を
玄
関
の
中
に
入
れ
な
い
。

⑥
そ
の
場
で
契
約
し
た
り
、
お
金
を

　
払
わ
な
い
。

⑦
ひ
と
り
で
決
め
な
い
で
、
家
族
に

　
相
談
す
る
、

⑧
消
費
者
空
活
セ
ン
タ
ー
や
購
役
場

　
内
滴
費
者
相
談
窓
環
（
総
務
課
内
）

　
ま
た
は
、
警
察
署
。
駐
在
所
に
相

　
談
・
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
．

新
潟
票
滴
費
奢
生
活
セ
ン
タ
ー

　
費
0
2
5
－
2
8
5
－
4
1
9
6

《
資
料
提
供
、
新
潟
県
消
費
餐
生
活

セ
ン
タ
ー
》

こ
ん
な
手
q
に
気
を
つ
け
て

闘S　F（催眠）商法醸鱒

弓鑓◎・
　日嗣贔がタダでもらえると聞いて、近くの会

場に行った。手をあげて石けんやカゴなどをも

らったあとに「高級羽毛ふとんを格安で欲しい

人は手を上げて」と警われ、思わず手をあげて

しまい、契約することに。その場の雰麗気に負

けて必要のないものを買わされてしまった。

点検商法

ノ

』，ア．双

、8、

、

争
ρ

　ある8突然、鋼服のようなものを蒼た人がヂ消

防署の方から消火欝の点検に来ました」と書っ

てやって来た。備えてあった消火麗を晃せたと

ころ「これは古い璽なので、安全のために取り

替えましょう」と書われ、新しい消火羅を買わ

された。あとから消防署に問い合わせたら、消

火雛の販売などしていない』と書われた。

※消火器が必要な場合は町であっせんします。

5
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1
ゆ
O
o
り
ー

イ

日敬老のお元気で』・つま驚も

お年寄りに温かい贈り物i
　　　　　　　　　　洲

　
九
月
十
五
鷺
の
「
敬
老
の
臼
t
、
町
内
で
も
さ

豪
．
．
㌦
ま
な
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
豪
し
た
。

　
臨
で
は
、
菌
臼
の
十
閥
繕
に
8
8
歳
以
ヒ
の

お
年
寄
り
の
署
に
佐
藤
町
長
が
訪
問
し
、
敬

老
の
お
祝
㎜
を
罫
渡
し
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
、

豪
た
、
ム
、
年
で
魏
歳
を
迎
え
る
小
谷
の
相
沢
シ

サ
ノ
さ
ん
の
お
七
に
は
安
塚
地
域
編
徹
セ
ン
タ

…
金
子
所
、
蕪
が
訪
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の

蜘
歳
の
お
祝
舐
と
欝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
五
黛
に
は
、
松
之
山
ラ
イ
オ
、
、
・
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
よ
葬
審
り
に
昼
食

の
弁
当
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
騒
澱
の
村

山
久
｝
さ
ん
か
ら
松
之
由
地
区
内
の
9
0
歳
以
烹

の
お
夢
罫
．
り
全
貴
に
昼
食
の
弁
当
が
贈
ら
れ
ま

し
た
．

00歳の長寿に国と県からのお祝を受ける相沢シサノさん

漆議

灘響

佐
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
を
受
け
る
県
内

で
二
番
目
の
長
寿
の
福
原
タ
マ
さ
ん

（
不
老
閣
に
て
）

ム
7
年
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
に
弁
当
が
属
け
ら
れ
ま
し
た
。

村
山
久
㎜
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
へ

温
か
い
弁
当
が
贈
ら
れ
ま
し
た

購
騰

松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
～
～
！
詐
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
…
ー
…
…
i
…
i
…
．
…
ー
…

　一，　』　一　■榊戸丁

㎜
歳
の
”
長
寿
”

　
　
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん

　
　
　
　
ハ
小
谷
・
油
屋
〉

明
治
28
年
雛
月
鎚
日
生
ま
れ

‘
f
E
、
ξ
多
｝
5
、
旨
旨
F
E
－
i
、
多
F
§
5
［
i
｛
・
…
i
・
き
…
i
…
…
…
・
…

i
i
ー
ー
ー
i
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
t
～
！
ー
ー
ー
…
ー
i
…
ー
…
！
…
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

お
め
て
と
う
　
　
　
皿

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん
は
、
A
犀
の
＋
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
照
研
で
満
㎜
歳
を
迎
え
ま
す
。
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
藩
い
願
、
東
票
で
幼
稚
園
に
勤
め
㎜

　
な
が
ら
夜
間
の
教
轟
養
成
所
に
通
っ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
て
、
資
格
を
取
っ
た
と
い
う
が
ん
ば
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
り
屋
さ
ん
で
す
。
授
生
き
の
秘
け
つ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
は
、
　
鳶
簿
鷺
、
決
森
り
の
い
い
生
活
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
し
て
い
逢
さ
．
楽
し
み
は
、
「
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
氣
の
い
い
繕
に
外
で
葦
取
り
を
す
る
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
い

　
こ
と
凶
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
、
こ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
い
つ
ま
で
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
長
鷹
き
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
一

出
稼
ぎ
前
に

異
動
の
手
続
き
を

　
山
山
稼
ぎ
先
で
社
ム
㌶
保
険
に
加
入
す

る
方
は
、
出
稼
ぎ
凝
任
蔚
に
役
場
圏

罠
健
康
保
険
係
の
窓
環
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
紙
姦
保
険
へ
の
異
動
に
必

要
な
霧
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
こ
の
書
類
を
出
稼
ぎ
先
の
会
社
械

持
参
し
、
会
社
の
証
明
を
受
け
て
か

ら
役
場
の
灘
鶏
健
康
保
険
係
へ
送
付

く
だ
さ
い
。
証
明
書
が
履
き
次
第
、

ご
家
族
か
ら
役
場
紅
お
越
し
い
た
だ

出
稼
ぎ
の
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
異
動
の
手
続
巻
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
　
保

険
の
適
用
が
で
き
な
く
な
り
匿
療
費

の
全
額
が
虜
己
麹
挺
に
な
る
こ
と
も

あ
り
憲
す
の
で
ご
濾
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
纂
、
削
に
避
任
先
の
会
樵
で

縫
金
保
険
に
擁
入
で
き
る
か
ど
う
か

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

医
療
機
関
に
連
絡
を

　
廉
療
機
関
で
受
診
す
る
時
は
、
必

ず
保
険
証
を
受
付
の
窓
口
範
提
示
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
撮
稼
ぎ
な
ど
「
團
罠
健
康
保
険
し

か
・
．
「
絃
会
保
険
」
に
変
麗
と
な
っ

た
ら
、
必
ず
隊
療
機
関
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
出
稼
ぎ
売
で
祉
会
保
険

の
手
続
き
が
遅
れ
手
死
に
新
し
い
保

険
証
が
膳
か
な
い
時
も
、
そ
の
欝
を

㍉
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ー
…
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ー
ー
ー
…
ー
ー
…
ー
ー
ー
i
ー
ー
ー
ー
．
i
ー
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康
保
険
に
つ
い
て
不
明
な
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
点
が
あ
鱗
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
皿

｝
に
役
場
飼
戻
健
康
保
険
係
に
問
　
㎜

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

｝
　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
｝

r
…
i
…
…
…
ー
i
ー
…
i
…
…
i
i
ー
…
…
…
、
父

ま
へ

緩
療
機
関
に
違
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
七
十
歳
以
上
で
老
人
保
健

を
受
給
し
て
い
る
方
も
保
険
証
が
変

憂
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
．
贋
療
機

関
に
保
険
証
と
老
人
医
療
受
給
餐
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か

も
う
一
枚
の
保
険
証
を

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
紅
力
導
入
し

な
い
方
は
、
圏
民
健
康
保
険
係
で
も

う
一
枚
の
「
健
康
保
険
証
し
を
交
付

し
ま
す
。
窓
鶯
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
一
世
帯
に
一
枚
が
漂
則

で
す
が
、
出
稼
ぎ
や
長
朗
の
旅
行
、

修
学
の
た
め
に
飽
帯
町
栂
に
焦
む
こ

と
と
な
っ
た
場
禽
に
は
特
甥
に
も
う

一
枚
（
遠
覇
地
耀
）
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
社
会
繰
険
に

蜘
入
す
る
と
そ
の
家
族
も
被
狭
養
餐

と
し
て
社
会
保
険
紀
加
入
し
ま
す
。

会
社
か
芦
あ
な
た
の
保
険
談
の
ほ
か

に
、
家
族
胴
の
「
遠
隔
地
被
保
険
証
」

の
交
付
を
受
け
て
ご
家
族
に
お
送
り

く
だ
さ
い
．

知って得ずる

纂金知識

1。．11月は苓

「国浅年金鋼度推進拷問」です

　
圏
厩
葎
金
講
度
は
、
や
が
て
迎
え

る
二
十
｝
惟
紀
の
蕩
齢
化
徹
会
を
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
翻
渡
で
す
。

　
こ
の
團
艮
年
金
翻
痩
の
趣
潔
や
し

く
み
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
毎
年
十
・
十
一
月
を
「
圏
鋭
年

金
翻
度
推
進
月
闘
」
と
定
め
て
い
ま

す
．
推
進
期
聞
中
は
、
県
内
各
地
で

年
金
相
淑
献
欧
も
調
設
さ
れ
ま
す
、

　
年
金
を
も
っ
と
よ
く
短
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
蹟
ご
ろ
、
年
金
に
つ
い
て

疑
闘
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
り
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
根
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
團
罠
一
人
ひ
と
り
に
年
金

を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

全
騒
的
に
設
け
・
れ
た
の
が
、
十
一

1黙鷺嬰は☆

　　　　浮

　　　　　　　く問い合わせ先＞

　　　　　　　　住民課国罠年金担当

　　　　　　　　倣6－313垂（54〉

月
六
鷺
か
ら
十
二
日
ま
で
の
「
年
金

週
問
し
で
す
。
躇
さ
ん
に
奪
金
制
度

範
短
す
る
摺
頼
と
愛
藩
を
深
め
、
無

金
舗
度
へ
の
参
加
憲
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
期
間
中
に
い
ろ
い
ろ

な
催
し
を
行
い
濠
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
年
金
に

っ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
隼
金
に
つ
い
て
の
．
こ
相
談
は
、
い

つ
で
も
行
っ
て
い
ま
す
ゆ
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

盈
．
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．
．
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郡
中
学
校
駅
伝
大
会

松
中
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9
月
兇
鷺
、
璽
頸
中
掌
校
駅
獄
大

会
が
溺
催
さ
れ
ま
し
た
、
今
無
の
大

会
に
は
、
郡
内
6
中
掌
校
か
ら
勇
子

慧
チ
…
ム
、
女
予
沁
チ
ー
ム
が
勢
’
顔
、

翼
子
は
松
代
町
か
ら
安
塚
町
の
九
区

間
、
女
子
は
大
島
村
か
ら
安
塚
町
ま

で
の
鱒
区
間
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。
嶽
町
松
之
由
中
学
校
は
男
女
で

優
勝
し
、
十
月
三
十
績
に
上
越
殖
で

行
わ
れ
る
烹
越
大
会
に
出
場
し
ま
す
、
．
、

「
が
ん
ば
れ
！
上
越
大
会
」

演劇やブレゼントに大喜び

松之山小5年生が不老閣を慰問

　9月2肩ヨ、松之淘小学校5年生の13人が特甥養護老

人ホーム体老臨を慰問しました．児童たち聴1曽

ラぐつの中の神様」を披露、入所中のお年寄りを晃舞

い励ましました。また、学校で作ってきた折り紙や響

字も贈られお年寄りは大婁びでした。慰問を終えた兇

童たちは、　「劇も、ヒ手にできたし、お年寄1バこ喜んで

もらえて嬉しかった。」ヒ感想を話していました。

鱒囎懲懸鰯き

饗灘，叢轟鱗

　　　　　　　　　　　　　叢

∞㎜
鋤
撫
，
麟

，，難欝
罰シ継輩　噌、馳

灘、購灘 道路の花壇づくりで表彰

おめでとう！新貞花壇づくりの皆さん

　新出び）花壇づくリグルーブが（杜）臼本道路

協会から道路事業への功績として衰彰されまし

た覇花壇づくりを始めてま1年目、花の苗づくり

から管理までのすべてを行っています。　ヂ苗を

作るのに苦労しますが、皆さんから欝んでもら

うと嬉しいです凱」と話していました。グループ

は・賃倖敬三郎・タ・／、山鞭・ミサヲ、購

尚訟し騰イサミ以．ゆ6入です。（敬称略）

かわいい人形ができました

樹脂粘土を使って人形づくり

　9月2臓、自然休養村センターで釘女牲ネットワー

クの主催によるヂ樹脹粕土を使った人形づくり」が行

なわれました，この臼の参加者は誕人、講舗の樋口八

重美先生の指導で楽しく結土をこねながら頭・是・胴

体と人形が作られて行きます。簸後に色鮮やかな洋服

を作って完成となりました。参加者は、自分たちの作

った人形の出来映えに思わずニツコリとしていました。

9

こ
ん
な
に
大
き
な

　
き
の
こ
が
採
れ
た
よ

　
秋
の
味
覚
と
い
え
ば
「
き
の
こ
」
．

9
月
2
⇔
瞬
、
役
場
に
傘
の
経
が
30
㎝

も
あ
る
き
の
こ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

鑑
定
の
繕
衆
、
き
の
こ
は
「
オ
ォ
イ

チ
3
ウ
タ
ケ
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

図
鑑
に
は
「
蕨
は
す
ば
ら
し
い
㎜
と

記
載
さ
れ
ザ
、
い
ま
し
た
。
食
し
た
人

は
、
　
．
と
っ
て
も
、
う
ま
か
っ
た
P

と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

　皆さんからの話題、情報お待ちしてい郵丁．

　　総務諜行政係　費6－313望内線23

ま2りだ｝み皇レだ蟻7ッショイ”

松之山秋まつりに元気にみこし行列

　9月2濤・3欝の2臼闘、松之山集落の「松之由秋

まつ拠が盛大に行われました．嬢の鞭塒3G分、

松之山小学校兜童の鼓笛隊を先頭に「園晃みこし、や

「兜童みこしふ「出車行列」が襲脇S　S前を趨発．沿

灘は大勤蔵客も駆け鮒、にぎや就祭りが鵬

差熱・灘熱奪穿灘競

笹登1登待2薦トンネルが貫通
．上鰯池トンネルで貫通式

　9月媚・聴卿卜．ヒ鰻罐の猛鰻潜ンネノレ，
の貫通式が行われました。午繭11時、工事関係者や、と

鍛糠勲瑠さん約3倣が貯る仁＃、掘酬機のスイッ

チが入れられ最後の土が取！）除かれました。湾めの儀、

貫遜握手の儀の後、地元上鍛池集落の皆さんも「通り

初め適行いトンネノレ磯通を椀いました．こ朔鍛

幽ンネノ臆、来年の秋蹴開通される予定です．

聖学隻が乖気に意見発表
“わたしの主張撃舗”東頸城大会

　9月8黛、溝民体膏館で東頸地域青少年鰐策推進鶴

議会主催の「わたしの主張’95東頸城地区大会」が行わ

れました。大会には郡内6中学校から代裏各2人づつ

の12人が参加、iヨごろ考えている建設的な意見が発表

されました。当購からも3年生の樋口大輔冠と1年生

の福原高志書が参舶し慧晃を発表しました。審登の結

果、福原君が｛憂秀賞、樋鑓i書が奨励賞を受賞しました。
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⑤ガ‘ンバ

久保田春子さん（新田・宅院）

和49年6月生まれ

子座

携養護老人ホーム「不老閣」

昭
双
特

生年月麟

、星　座

勤務先

　
お
年
寄
り
の

　
　
役
に
立
ち
た
い

今
、
私
は
特
割
養
護
老
人
ホ
ー
ム
憂

溜
閣
」
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
■

に
は
施
設
長
の
ほ
か
寮
父
母
や
介
助
蝿
、
．

事
務
興
な
ど
約
黒
十
六
人
い
ま
す
が
、

私
は
寮
母
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
お
年
寄
り
の
食
事

介
助
や
入
浴
介
助
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
仕

纂
を
や
っ
て
い
ま
す
、
夜
勤
な
ど
も
あ

っ
て
大
変
な
仕
事
で
す
が
、
自
分
の
好

き
な
仕
嘉
な
の
で
飽
の
寮
父
母
の
み
な

ざ
ん
と
楽
し
く
仕
事
を
し
ヴ
、
い
ま
す
。

　
仕
纂
が
休
み
の
鷺
に
は
、
晦
を
洗
っ

た
り
翼
い
物
に
出
か
け
た
り
し
て
過
ご

し
て
い
ま
動
。
趣
味
は
特
に
あ
り
蕊
せ

ん
が
、
と
き
ど
き
編
み
物
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
今
、
私
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
、

介
助
編
祉
の
本
を
晃
て
少
し
ず
つ
勉
強

を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
私

の
夢
は
こ
れ
か
ら
も
お
年
野
り
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
、

そば通をうならせる

十日町そば

十R町市発

　
十
β
購
帝
か
ら
は
、
そ
ば
の
話
題

を
お
騒
け
し
ま
す
。

　
十
揖
町
の
そ
ば
の
お
い
し
さ
の
秘

け
つ
は
、
コ
シ
の
強
さ
に
あ
り
ま
す
。

コ
シ
の
強
さ
は
、
つ
な
ぎ
の
割
合
で

決
ま
る
と
濡
わ
れ
て
い
ま
す
、
十
9

町
の
そ
ば
の
コ
シ
の
強
さ
は
、
そ
ば

粉
伽
％
に
近
い
純
粋
さ
に
あ
る
の
で

す
継
そ
し
て
も
う
一
つ
、
由
の
毒
で

あ
る
「
そ
ば
」
と
海
の
幸
で
あ
る
「
布

海
苔
し
と
の
鐵
会
い
で
す
。
織
物
の

製
造
過
程
で
硬
っ
て
い
た
「
布
海
苔
し

を
使
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
「
布
海

苔
」
の
香
り
と
そ
ば
粉
卿
％
の
コ
シ

の
強
さ
が
十
賦
縄
の
そ
ば
の
う
ま
味

と
の
ど
越
し
の
畏
さ
を
鑑
み
出
し
て

い
ま
す
．

　
そ
ば
作
り
は
、
一
こ
ね
、
二
押
し
、

三
包
丁
と
欝
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
人

萬
に
な
る
ま
で
紅
は
．
長
い
驚
月
を
要

し
ま
す
．
帯
内
に
は
、
そ
ば
職
人
と

し
て
頑
圃
に
の
れ
ん
を
嘗
り
通
し
て

い
る
店
が
十
店
舗
あ
り
ま
す
．
亭
、
れ

ぞ
れ
の
店
が
そ
れ
ぞ
れ
の
昧
を
出
し
、

全
園
の
そ
ば
通
を
う
な
ら
せ
て
い
ま

す
．
わ
ざ
わ
ざ
、
東
崇
や
関
爾
方
画

か
ら
そ
ば
を
食
べ
る
だ
け
の
た
め
に

や
っ
て
く
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
ほ
く
ほ
く
線
が
開
通
す
る
と
、
こ

ん
な
入
達
が
も
っ
と
増
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
、

　
毎
葎
十
一
月
に
は
、
は
っ
て
ん
会

（
十
硝
購
慧
そ
ば
組
合
）
が
生
そ
ば

ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。
半
額
サ
ー
ビ

ス
や
一
升
の
そ
ば
を
時
闘
内
¢
食
べ

る
と
無
料
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
一
カ
月
に
渡
っ
て
企
醐
し
て

い
ま
す
。

‘0

／一、、

ありがとう、

　みんなのきもち。

強
↓

燈
　
　
’

　
久
，
’
．

、
噺

ゆ
　
　
b

く
ノ
輪
、

＾
）
ワ

ヘ
∫

　
　
、
，
』
プ
ρ
．

幕
霊

〔
M
き
）

ひとりひとりの優しさは、袖会の資産ですo

調
わ
が
家
の
人
気
者
．

（2歳3カ月）
ひろひと

裕仁ちゃん登場

佐
藤

仁
・
牧
子
さ
ん
の
長
男

　
　
　
　
　
　
　
　
（
瞥
根
・
沢
）

誘6．6

　　　ツユクサ（ツユクサ科）

　　（俗名）トンボグサ

　遵ばたや姻の縁などに生える1年草、茎

は地面にはい、上部は立ちあカ㌶る。

　葉は多肉質で乾燥紅強い。和名は、いつ

も露をおびた草のように、みずみずしくみ

えることからつけられた。

　霧松之霞の纏物墨より

　子どものころ、トンボを捕まえてこの華：

を食べさせた記憶がある。2枚ある花びら

の青色がとても美しい。若い葉や茎の先の

新芽はゆでて食べられるそうです。藩は染

料としても使われていたとのことです。

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ぽ
く
の

名
剛
は
佐
藤
裕
仁
と
い
い
崖
す
。
象

で
は
、
ぽ
く
の
こ
と
を
「
ヒ
ロ
く
ん
し

と
呼
ん
で
く
れ
ま
す
．

　
ぽ
く
の
仕
壌
は
ね
尊
毎
繍
、
じ
ー

ち
ゃ
ん
と
池
の
お
魚
に
エ
サ
を
や
る

こ
と
で
づ
．
池
に
は
、
大
鎌
味
繍
な
鯉
が

い
っ
ぱ
い
泳
い
で
い
る
ん
だ
。
エ
サ

を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
羅
が
欝
っ
て

来
る
ん
だ
よ
。
か
わ
い
い
ん
だ
。

　
ぽ
く
の
友
達
は
、
近
所
の
輝
く
ん

で
す
。
妹
の
愛
美
と
一
緒
に
遊
び
ま

す
。
こ
の
麟
、
じ
…
ち
ゃ
ん
と
コ
ン

バ
イ
ン
に
乗
っ
て
稲
を
刈
っ
た
よ
．

嬬
が
「
ヒ
ロ
く
ん
格
好
い
い
よ
」
と

．
．
．
悶
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
．

門
お
母
さ
ん
か
ら
ご
一
榊
、
呂

　
元
気
で
、
人
に
や
さ
し
い
子
に
欝

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

園
園
團
圏
囲
囲
四
匪

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
①

　
九
月
二
十
八
黛
と
二
十
九
H
、
爾

微
県
の
梼
原
町
で
第
一
阿
全
圃
棚
獺

サ
ミ
ッ
ト
が
闇
簾
さ
れ
ま
し
た
．

　
参
加
餐
は
棚
田
を
禽
す
る
懲
治
体

職
蝿
や
農
業
関
係
暫
、
棚
田
に
関
心

を
持
つ
都
帯
住
罠
な
ど
麺
千
入
も
集

ま
り
ま
し
た
。

　
梼
原
町
は
高
類
県
と
愛
媛
県
の
境

に
位
澱
し
、
急
竣
な
脳
麗
鵜
地
の
山

懐
に
集
落
が
散
樫
す
る
林
業
の
購
で
、

筒
知
南
や
松
山
市
か
ら
車
で
約
二
時

間
三
十
分
か
か
り
ま
す
。

　
松
之
出
購
も
山
の
中
で
す
が
、
梼

原
購
と
比
較
す
れ
ば
恵
ま
れ
た
耕
作

条
件
に
あ
り
ま
す
。

　
梼
原
町
は
松
之
山
町
の
約
三
傭
の

硬
積
が
あ
り
ま
す
が
、
水
照
は
約
半

分
の
二
菖
㎞
し
か
あ
り
ま
せ
ん
．

　
水
田
が
で
き
な
か
っ
た
簸
大
の
理

磁
は
山
の
傾
斜
が
急
な
こ
と
、
褒
土

の
下
が
硬
い
岩
盤
で
闘
墾
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
．

　
梼
療
町
で
は
現
葎
す
る
棚
懸
の
一

部
を
都
衛
住
域
に
貸
し
繊
し
て
お
り
、

こ
の
オ
ー
ナ
ー
鱗
度
の
人
然
は
上
々

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
松
之
山
町
で
も
グ
リ
…
ン
リ
ー
ス

No．給

纂
粟
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
．
篇

の
よ
う
な
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
導

入
す
る
霞
治
体
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
サ
ミ
ッ
ト
一
賑
目
は
オ
ー

ナ
ー
諄
集
を
し
て
い
る
神
盗
繕
の
石

壌
作
り
の
棚
田
見
学
、
棚
瞬
連
絡
協

議
会
設
立
総
会
、
ふ
る
さ
と
践
、
や
ら

ば
ん
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
梅
男
の
ロ
ッ
、

ン
女
の
フ
マ
よ
観
麟
な
ど
で
し
た
，

　
棚
田
運
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
都
滞
へ
の
棚
照
P
貧

が
積
極
的
に
展
彌
で
き
色
々
な
購
報

も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
，

　
　
　
…
来
月
畢
に
つ
づ
き
ま
す
ー

　
　
　
　
　
　
東
憲
纂
務
所
　
佐
藤

召
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久保田春子さん（新田・宅院）

和49年6月生まれ

子座

携養護老人ホーム「不老閣」

昭
双
特

生年月麟

、星　座

勤務先

　
お
年
寄
り
の

　
　
役
に
立
ち
た
い

今
、
私
は
特
割
養
護
老
人
ホ
ー
ム
憂

溜
閣
」
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
■

に
は
施
設
長
の
ほ
か
寮
父
母
や
介
助
蝿
、
．

事
務
興
な
ど
約
黒
十
六
人
い
ま
す
が
、

私
は
寮
母
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
お
年
寄
り
の
食
事

介
助
や
入
浴
介
助
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
仕

纂
を
や
っ
て
い
ま
す
、
夜
勤
な
ど
も
あ

っ
て
大
変
な
仕
事
で
す
が
、
自
分
の
好

き
な
仕
嘉
な
の
で
飽
の
寮
父
母
の
み
な

ざ
ん
と
楽
し
く
仕
事
を
し
ヴ
、
い
ま
す
。

　
仕
纂
が
休
み
の
鷺
に
は
、
晦
を
洗
っ

た
り
翼
い
物
に
出
か
け
た
り
し
て
過
ご

し
て
い
ま
動
。
趣
味
は
特
に
あ
り
蕊
せ

ん
が
、
と
き
ど
き
編
み
物
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
今
、
私
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
、

介
助
編
祉
の
本
を
晃
て
少
し
ず
つ
勉
強

を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
私

の
夢
は
こ
れ
か
ら
も
お
年
野
り
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
、

そば通をうならせる

十日町そば

十R町市発

　
十
β
購
帝
か
ら
は
、
そ
ば
の
話
題

を
お
騒
け
し
ま
す
。

　
十
揖
町
の
そ
ば
の
お
い
し
さ
の
秘

け
つ
は
、
コ
シ
の
強
さ
に
あ
り
ま
す
。

コ
シ
の
強
さ
は
、
つ
な
ぎ
の
割
合
で

決
ま
る
と
濡
わ
れ
て
い
ま
す
、
十
9

町
の
そ
ば
の
コ
シ
の
強
さ
は
、
そ
ば

粉
伽
％
に
近
い
純
粋
さ
に
あ
る
の
で

す
継
そ
し
て
も
う
一
つ
、
由
の
毒
で

あ
る
「
そ
ば
」
と
海
の
幸
で
あ
る
「
布

海
苔
し
と
の
鐵
会
い
で
す
。
織
物
の

製
造
過
程
で
硬
っ
て
い
た
「
布
海
苔
し

を
使
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
「
布
海

苔
」
の
香
り
と
そ
ば
粉
卿
％
の
コ
シ

の
強
さ
が
十
賦
縄
の
そ
ば
の
う
ま
味

と
の
ど
越
し
の
畏
さ
を
鑑
み
出
し
て

い
ま
す
．

　
そ
ば
作
り
は
、
一
こ
ね
、
二
押
し
、

三
包
丁
と
欝
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
人

萬
に
な
る
ま
で
紅
は
．
長
い
驚
月
を
要

し
ま
す
．
帯
内
に
は
、
そ
ば
職
人
と

し
て
頑
圃
に
の
れ
ん
を
嘗
り
通
し
て

い
る
店
が
十
店
舗
あ
り
ま
す
．
亭
、
れ

ぞ
れ
の
店
が
そ
れ
ぞ
れ
の
昧
を
出
し
、

全
園
の
そ
ば
通
を
う
な
ら
せ
て
い
ま

す
．
わ
ざ
わ
ざ
、
東
崇
や
関
爾
方
画

か
ら
そ
ば
を
食
べ
る
だ
け
の
た
め
に

や
っ
て
く
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
ほ
く
ほ
く
線
が
開
通
す
る
と
、
こ

ん
な
入
達
が
も
っ
と
増
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
、

　
毎
葎
十
一
月
に
は
、
は
っ
て
ん
会

（
十
硝
購
慧
そ
ば
組
合
）
が
生
そ
ば

ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。
半
額
サ
ー
ビ

ス
や
一
升
の
そ
ば
を
時
闘
内
¢
食
べ

る
と
無
料
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
一
カ
月
に
渡
っ
て
企
醐
し
て

い
ま
す
。
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ひとりひとりの優しさは、袖会の資産ですo

調
わ
が
家
の
人
気
者
．

（2歳3カ月）
ひろひと

裕仁ちゃん登場

佐
藤

仁
・
牧
子
さ
ん
の
長
男

　
　
　
　
　
　
　
　
（
瞥
根
・
沢
）
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　　　ツユクサ（ツユクサ科）

　　（俗名）トンボグサ

　遵ばたや姻の縁などに生える1年草、茎

は地面にはい、上部は立ちあカ㌶る。

　葉は多肉質で乾燥紅強い。和名は、いつ

も露をおびた草のように、みずみずしくみ

えることからつけられた。

　霧松之霞の纏物墨より

　子どものころ、トンボを捕まえてこの華：

を食べさせた記憶がある。2枚ある花びら

の青色がとても美しい。若い葉や茎の先の

新芽はゆでて食べられるそうです。藩は染

料としても使われていたとのことです。

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ぽ
く
の

名
剛
は
佐
藤
裕
仁
と
い
い
崖
す
。
象

で
は
、
ぽ
く
の
こ
と
を
「
ヒ
ロ
く
ん
し

と
呼
ん
で
く
れ
ま
す
．

　
ぽ
く
の
仕
壌
は
ね
尊
毎
繍
、
じ
ー

ち
ゃ
ん
と
池
の
お
魚
に
エ
サ
を
や
る

こ
と
で
づ
．
池
に
は
、
大
鎌
味
繍
な
鯉
が

い
っ
ぱ
い
泳
い
で
い
る
ん
だ
。
エ
サ

を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
羅
が
欝
っ
て

来
る
ん
だ
よ
。
か
わ
い
い
ん
だ
。

　
ぽ
く
の
友
達
は
、
近
所
の
輝
く
ん

で
す
。
妹
の
愛
美
と
一
緒
に
遊
び
ま

す
。
こ
の
麟
、
じ
…
ち
ゃ
ん
と
コ
ン

バ
イ
ン
に
乗
っ
て
稲
を
刈
っ
た
よ
．

嬬
が
「
ヒ
ロ
く
ん
格
好
い
い
よ
」
と

．
．
．
悶
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
．

門
お
母
さ
ん
か
ら
ご
一
榊
、
呂

　
元
気
で
、
人
に
や
さ
し
い
子
に
欝

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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と
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十
九
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、
爾

微
県
の
梼
原
町
で
第
一
阿
全
圃
棚
獺

サ
ミ
ッ
ト
が
闇
簾
さ
れ
ま
し
た
．

　
参
加
餐
は
棚
田
を
禽
す
る
懲
治
体

職
蝿
や
農
業
関
係
暫
、
棚
田
に
関
心

を
持
つ
都
帯
住
罠
な
ど
麺
千
入
も
集

ま
り
ま
し
た
。

　
梼
原
町
は
高
類
県
と
愛
媛
県
の
境

に
位
澱
し
、
急
竣
な
脳
麗
鵜
地
の
山

懐
に
集
落
が
散
樫
す
る
林
業
の
購
で
、

筒
知
南
や
松
山
市
か
ら
車
で
約
二
時

間
三
十
分
か
か
り
ま
す
。

　
松
之
出
購
も
山
の
中
で
す
が
、
梼

原
購
と
比
較
す
れ
ば
恵
ま
れ
た
耕
作

条
件
に
あ
り
ま
す
。

　
梼
原
町
は
松
之
山
町
の
約
三
傭
の

硬
積
が
あ
り
ま
す
が
、
水
照
は
約
半

分
の
二
菖
㎞
し
か
あ
り
ま
せ
ん
．

　
水
田
が
で
き
な
か
っ
た
簸
大
の
理

磁
は
山
の
傾
斜
が
急
な
こ
と
、
褒
土

の
下
が
硬
い
岩
盤
で
闘
墾
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
．

　
梼
療
町
で
は
現
葎
す
る
棚
懸
の
一

部
を
都
衛
住
域
に
貸
し
繊
し
て
お
り
、

こ
の
オ
ー
ナ
ー
鱗
度
の
人
然
は
上
々

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
松
之
山
町
で
も
グ
リ
…
ン
リ
ー
ス

No．給

纂
粟
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
．
篇

の
よ
う
な
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
導

入
す
る
霞
治
体
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
サ
ミ
ッ
ト
一
賑
目
は
オ
ー

ナ
ー
諄
集
を
し
て
い
る
神
盗
繕
の
石

壌
作
り
の
棚
田
見
学
、
棚
瞬
連
絡
協

議
会
設
立
総
会
、
ふ
る
さ
と
践
、
や
ら

ば
ん
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
梅
男
の
ロ
ッ
、

ン
女
の
フ
マ
よ
観
麟
な
ど
で
し
た
，

　
棚
田
運
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
都
滞
へ
の
棚
照
P
貧

が
積
極
的
に
展
彌
で
き
色
々
な
購
報

も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
，

　
　
　
…
来
月
畢
に
つ
づ
き
ま
す
ー
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憲
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事
業
内
容
％
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
璽

「
キ
ャ
プ
テ
ン
遡
ぐ

　
さ
わ
や
か
な
翼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

　
大
活
躍

「
十
五
少
年
漂
流
記
繍

　
誰
も
い
な
い
孤
鳥
で
焉
人
の
少
年

　
が
く
り
ひ
ろ
げ
る
友
傭
と
欝
険
の

　
感
動
巨
篇
ア
ニ
メ

▼
期
9
　
憩
月
M
田
㈹

▼
時
問
　
年
後
7
時
3
0
分
～

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

だ
さ
い
。

▼
期
日
　
憩
月
2
2
日
㈲

▼
集
合
蒔
間

▼
集
合
場
所

午
前
9
時
3
0
分

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

鱒
　p

　
◎

侮

　
松
之
山
町
の
保
膏
園
兜
が
大
集
合
。

楽
し
く
元
気
に
体
力
作
り
を
し
ま
す
。

講
舗
は
、
十
霞
町
エ
リ
ア
・
ド
ウ
の

ス
タ
ッ
フ
で
す
。

▼
期
臼
　
鉛
月
貿
臼
㈹

▼
蒔
問
　
午
前
鐙
時
～
U
時

▼
会
場
　
町
罠
体
育
館

　
深
坂
錬
で
鳥
の
渡
り
を
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
！

　
お
い
し
い
き
の
こ
汁
も
ご
賞
味
く

　
第
U
回
郡
美
術
展
が
醐
催
さ
れ
ま

す
。
芸
術
の
秋
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
期
間
　
1
0
月
捻
8
㈱
～
1
5
臼
⑧

▼
会
場
　
安
塚
町
町
罠
会
館

　
昨
年
の
優
勝
は
松
之
山
高
校
チ
ー

ム
で
し
た
。
今
年
町
長
杯
を
綱
す
る

の
は
、
ど
の
チ
…
ム
か
。

▼
期
臼
　
憩
月
漁
鷺
㈱
・
2
0
臼
㈱

▼
時
間
　
午
後
7
時
～

▼
会
場
　
町
民
体
育
館

平・成7年10月29段
．」獲殿査館・センター
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝一㎝　　　　　　　　一一　　　一一

　　　　まなびビアにいがた曹95

新潟県では、全漿的な規撲で生涯学習の機

会を提供するとともに生涯学習気運の醸成

1をはかっています。この事業に松之山町も

1協賛しています。

「
発
声
の
た
め
の
体
操
』

「
松
之
山
の
民
謡
か
ら
』

「
聖
中
ブ
ラ
ン
凝
の
η
の
キ
キ
」

▼
期
臼
　
1
0
月
2
0
日
働

▼
時
間
　
午
後
8
時
～

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
華

　
第
3
回
J
A
し
ぶ
み
網
引
き
大
会

で
、
ふ
れ
あ
い
と
健
康
づ
く
り
を
。

▼
期
臼
　
n
月
4
日
㈹

▼
時
問
　
午
後
5
時
3
0
分
～

▼
会
場
　
松
代
町
総
合
体
育
館

▼
表
彰
　
参
加
賞
1
万
円

　
　
　
そ
の
他
豪
華
賞
晶

▼
申
込
〆
切
　
憩
月
2
5
日

▼
問
合
　
J
A
し
ぶ
み
（
了
2
0
0
2
V

　
秋
を
い
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
藏
　
U
月
7
臼
㈹

▼
時
聞
　
午
後
8
時
～

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

灘
織
難
籔
雛
畿

　
ダ
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脚κん募集

　松之山町生涯学習推進本部では、松之山町生灘

学習のマスコット「ゆとりくん」を幕集します。

　松之山購罠の皆さんがゆとりをもって、楽しく、

張り合いのある毎臼が送れるような親しみのある

マスコットをお寄せください。

　　応募してくれた皆さんにもれ

なく糠縫九／ゼント課賭　繍．鰹・’

　には豪華商品をプレゼン1・しま鰯』

　す。

　　詳しくは、1剥紙チラシをご覧　　　’窟．，、

　ください。
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松之山湯鳥プラン情報

　　　　　　　　　　　　・・生涯学習コーナー

1慰饗駕篇雛鳶蓄等騒ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　～ト
　i家庭教育では　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　生涯学習の原点として、新たな

蒔代を主体的に生き絞く能力、意

欲、個性を培う基盤が家薩です．

　家庭では、乳幼児期における親

子の紳の形成や、挫会生活に必要な基本的生活習慣を、子僕

に身につけさせるしつけを行なうことが大切です。

　学校教育では

　小学校・中学校では、窯体的1こ学ぶ意志、態度、能力であ

る自己教蕎力の膏成や知・徳・体の調憩のある人問形成をめ

ざす基礎基本を徹底することが大切です。

　高校・大学では、専門分野の知識・技衛の翌得の徹底、幡

広い思考の育成を図ることが大切です。

　　9月の松之山町生涯学習推進会議では、生涯学

　習推進の異体的な施策について検討しました。熱

　心に検討していただき、囎揖の松之山購をつくる

　ためグ）異体的な取り纏みの原案が、24係中12の係

　で完成いたしました。

　　鴻月の会議では、9月に引き続き異体的な施策

　の検討を行ない、松之出湯鳥プランを完成させる

廷壁三二

　社会教育では

　社会教脊は、あらゆる機会と場所において行なわれる青少

年や成人の自発的な学翌を援助することです。したがって、

皆さんが学んでみたい、やってみたいということに自ら進ん

で取り緯んでみることが大切です。そのような皆さんの意欲

に応えられるように、購としても生涯学習の基盤を整備して

いるところです。
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　松之山購罠の皆さんがゆとりをもって、楽しく、

張り合いのある毎臼が送れるような親しみのある

マスコットをお寄せください。
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なく糠縫九／ゼント課賭　繍．鰹・’
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　生涯学習の原点として、新たな

蒔代を主体的に生き絞く能力、意

欲、個性を培う基盤が家薩です．

　家庭では、乳幼児期における親

子の紳の形成や、挫会生活に必要な基本的生活習慣を、子僕

に身につけさせるしつけを行なうことが大切です。

　学校教育では

　小学校・中学校では、窯体的1こ学ぶ意志、態度、能力であ

る自己教蕎力の膏成や知・徳・体の調憩のある人問形成をめ

ざす基礎基本を徹底することが大切です。

　高校・大学では、専門分野の知識・技衛の翌得の徹底、幡

広い思考の育成を図ることが大切です。

　　9月の松之山町生涯学習推進会議では、生涯学

　習推進の異体的な施策について検討しました。熱

　心に検討していただき、囎揖の松之山購をつくる

　ためグ）異体的な取り纏みの原案が、24係中12の係

　で完成いたしました。

　　鴻月の会議では、9月に引き続き異体的な施策

　の検討を行ない、松之出湯鳥プランを完成させる

廷壁三二

　社会教育では

　社会教脊は、あらゆる機会と場所において行なわれる青少

年や成人の自発的な学翌を援助することです。したがって、

皆さんが学んでみたい、やってみたいということに自ら進ん

で取り緯んでみることが大切です。そのような皆さんの意欲

に応えられるように、購としても生涯学習の基盤を整備して

いるところです。
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よい脂肪、悪い膓肪　　ジ3ン・フィネガン

ゆたかは鳥になりたかった　　　　笹山久三

顯いが必ず畦う本　　　　　　　　来宮法山

温泉のある公共の宿　　近畿β本ツーリスト
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成
7
隼
n
月
－
臼
か
ら
パ
ス
ポ

嘩
ト
の
申
請
方
法
が
次
の
よ
う
に
一

部
改
正
さ
れ
ま
す
。

O
　
n
月
1
臼
以
降
申
講
さ
れ
る
20

　
歳
以
上
の
方
は
、
5
年
旅
券
ま
た

　
は
憩
隼
旅
券
の
い
ず
れ
か
を
選
択

　
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0
　
2
0
歳
未
満
の
方
が
串
講
で
き
る

　
の
は
、
5
隼
旅
券
の
み
で
す
。

○
　
子
の
併
記
制
度
（
父
ま
た
は
母

　
の
旅
券
に
焉
歳
来
満
の
子
を
併
記

　
す
る
。
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
単
独
で
籏
券

　
を
串
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

○
　
手
数
料
は
、
10
年
旅
券
に
つ
い

　
て
｝
万
五
千
円
と
な
り
、
5
奪
旅

券
は
今
窟
で
ど
お
り
一
万
円
で
す

　が、

申
請
時
に
捻
歳
未
満
の
方
に

　
つ
い
て
は
五
千
円
と
な
ウ
ま
す
。

○
　
紳
般
旅
券
発
給
購
請
書
の
様
式

　
が
、
5
年
罵
と
沁
隼
胴
の
2
種
類

　
に
な
り
ま
す
。
　
（
現
在
の
虜
講
書

　
は
、
U
月
i
沼
か
ら
使
絹
で
き
ま

　
せ
ん
。
）

　
な
お
、
囎
請
時
に
必
要
な
書
類
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
県
庁
旅
券
セ
ン
タ
ー

ハ
燈
0
2
5
i
2
8
5
－
5
5
1
1
）
へ
お

閥
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

麗
畿
緒
す

　
　
　
　
　
ハ
鶴
ー
ワ
ー
ク
上
越

　
労
働
省
で
は
毎
隼
鉛
月
を
「
高
齢

者
雇
罵
促
進
月
間
」
と
定
め
、
本
格

的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
高
齢
餐
の
雇
爾
を
｝
贋
推
進
す

る
業
務
を
展
調
し
て
い
ま
す
。

　
当
駈
と
し
て
も
、
次
に
よ
り
行
事

を
計
面
し
ま
し
た
の
で
多
数
の
皆
様

方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

腐
齢
者
集
鐡
選
考
会

◇
臼
時
憩
月
2
5
顕
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～
4
時

レ空き家を　‘　　「遊ばせていませんか！

　　最近、雷舎の暮らしが見直され地　1

　方に住みたいという人が増えていま

　す。当松之山町にも空き家を求めて、

　年に何件かの問い合わせがあります。

　しかし、町では空き家の疇青報をつカ〉

　めないためすべてお断りしている状

　態です。

　　そこで、現在使屠されていない空

　き家、または今後空き家となること

　が予想されるものがあジ、それを売

　ってもよいあるいは、貸してもよい

　という方がおられましたら、ご連絡

　ください。

、（連猿鍵難騨」

◇
場
　
穫
　
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ

　
　
　
　
ー
　
上
越
市
藤
野
新
照

◇
内
　
容
　
蕎
齢
蕎
の
雇
胴
の
促
進

　
　
　
　
を
図
る
た
め
、
就
職
を

　
　
　
　
希
望
さ
れ
る
方
と
事
業

　
　
　
　
主
と
の
「
集
鶴
お
見
合

　
　
　
　
　
い
方
式
」
に
よ
る
選
考

　
　
　
　
会
を
行
い
ま
す
。

※
　
参
舶
を
稀
望
さ
れ
る
方
は
事
繭

に
上
越
公
共
職
業
安
定
所
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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ん
な
で
参
加
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域
の
安
全
活
動
へ

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
防
犯
協
会

　
昭
和
52
年
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し

た
「
全
国
防
犯
運
動
」
は
、
今
年
か

ら
名
称
を
「
全
国
地
域
安
全
運
動
漏

と
変
更
し
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

○
運
動
期
間

　
　
憩
月
n
獄
か
ら
2
0
藏
ま
で
の
憩

　
日
間
、
全
翻
一
斉
に
行
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れ
ま
す
。

◇
目
　
　
的

　
　
県
戻
の
自
主
的
な
活
動
の
促
進

　
と
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

　
「
犯
罪
や
事
故
、
災
害
等
の
不
安

　
の
な
い
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

　
を
目
的
と
し
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い
ま
す
。
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と
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携
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交通ルール無機が原覆で発生しています。交差点は確実に一時

停止をし、はっきりと安全を確認しましょう。
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金
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。

　
い
ろ
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ろ
な
機
関
や
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体
に
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協
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、
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で
も
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酒
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総
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募
金
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の
投
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福
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に
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役
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鐘
銀
、
こ
の
募
金
活
動
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は
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鋭

の
皆
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多
数
参
加
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い

合護籍嚢合同相談所開設

期β　平成7年王O月26β（木）

時聞　午前10時一午後3時まで

会場　松之山町自然休養村センター

　　　　　積’談内餐．　「
　　叩　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　－　γ　　　　　　丁
　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ　　　　を
　　も　　　　　　　　　　　　　き　　　ま

人1人轍獄地’i相、国勲どの発
　　i建物・相続などでi　　i淫した建設工事の

雛廉活の璽隠麟など礎
護…灘享鰍談灘臨嚢蒼・
　　　　　　　。　l　i
　　i　　　　　　　　i　　i応じます。
i．i　　　　　　　t．1．．　　、．．　一

　偲人の秘密は絶対に守略れますから、お気軽

にお出けください。

て
い
ま
す
。
町
社
会
橿
祉
協
議
会
で

は
、
今
年
も
個
溺
暮
金
や
職
域
募
金

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
討
こ
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

善
意
に

　
感
謝
し
ま
す

　
　
　
　
　
町
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善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
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。
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光
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三
〇
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、
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○
円
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ぽ
シ
ン
ポ
ジ
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㎞
松
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。
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ま
つ
の
や
ま
文
芸

川

柳

カ
ラ
ス
蒲
故
貴
い
墓
標
へ
不
始
末
を

秋
茄
子
は
た
ん
と
穫
れ
た
が
嫁
お
ら
ず

ロ
下
手
を
認
め
合
っ
て
る
ふ
た
り
き
り

　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
対
正
孝

　
柳
友
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友
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“
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・
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え
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の
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。
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◇
目
　
　
的

　
　
県
戻
の
自
主
的
な
活
動
の
促
進

　
と
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

　
「
犯
罪
や
事
故
、
災
害
等
の
不
安

　
の
な
い
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

　
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
重
点
事
項

・
自
転
車
、
二
輪
車
盗
の
防
止

・
少
年
の
非
行
防
止

　
察
艮
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
安
全

に
つ
い
て
考
え
、
関
係
機
関
・
籔
体
・

警
察
と
連
携
を
闘
り
な
が
ら
、
地
域

の
安
全
は
自
ら
瞥
る
と
い
う
基
本
に

立
っ
て
、
こ
の
運
動
を
盛
り
上
げ
、

み
ん
な
で
地
域
安
全
活
動
に
参
撫
し

ま
し
ょ
う
。

秀
譲
（
勇
馨
馨
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

σクド

F　　　　ン縛’黛

醸

軋
り

交差点事故を防止しましょう
　昨年藥内では、全事故の53。3％が交差点で発生し1焉人の方

が亡くなりました。

　交差点事故の多くは、一蒔不停止や安全不確認など基本的な

交通ルール無機が原覆で発生しています。交差点は確実に一時

停止をし、はっきりと安全を確認しましょう。
一しっカ、り止まってはっきり確認一　　　　孝

∫4・

…
集
‡
…
等
…
｛
｝
…
i
…
i
旨
…
…
5
r
髪
旨
し
養
季
罪
…
－

作
業
停
電
の

欝
知
ら
せ
で
す

　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
㈱

　
次
の
霞
時
紀
作
業
停
電
し
濠
す
。

．

こ
協
力
を
お
纐
い
し
家
す
．

◇
田
　
蒋
　
田
月
詑
β
㈲

　
　
　
　
　
午
萌
3
時
3
0
分
か
ら

　
　
　
　
　
午
蔚
3
時
4
0
分
窪
で

⇔
鷺
　
域
　
購
内
全
域

φ
闘
い
倉
わ
せ

　
東
牝
電
力
㈱
十
購
跡
営
叢
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
♪
『

　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

調
簿
金
に

　
　
　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
m
月
か
ら
捻
月
ま
で
「
赤
い
羽
根

共
岡
幕
金
偏
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
機
関
や
懸
体
に
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
誰
で
も
が
参
加
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
酒
動
と
し
て
、

ま
た
住
罠
総
参
纐
で
展
調
婁
れ
る
規

模
の
大
き
な
募
金
活
動
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

町
の
投
会
福
祉
の
陶
上
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
．

　
鐘
銀
、
こ
の
募
金
活
動
鑓
は
購
鋭

の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
参
加
い
た
だ
い

合護籍嚢合同相談所開設

期β　平成7年王O月26β（木）

時聞　午前10時一午後3時まで

会場　松之山町自然休養村センター

　　　　　積’談内餐．　「
　　叩　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　－　γ　　　　　　丁
　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ　　　　を
　　も　　　　　　　　　　　　　き　　　ま

人1人轍獄地’i相、国勲どの発
　　i建物・相続などでi　　i淫した建設工事の

雛廉活の璽隠麟など礎
護…灘享鰍談灘臨嚢蒼・
　　　　　　　。　l　i
　　i　　　　　　　　i　　i応じます。
i．i　　　　　　　t．1．．　　、．．　一

　偲人の秘密は絶対に守略れますから、お気軽

にお出けください。

て
い
ま
す
。
町
社
会
橿
祉
協
議
会
で

は
、
今
年
も
個
溺
暮
金
や
職
域
募
金

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
討
こ
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

善
意
に

　
感
謝
し
ま
す

　
　
　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

。
村
山
政
光
様
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
三
〇
〇
、
○
○
○
円

新潟県鍛低賃金の義螂

平成字隼玉0月窪臼から

　　最低賃金が凝翻齢

鴇4，7玉0留

時間＄89欝

た
ん
ぽ
シ
ン
ポ
の

ビ
デ
オ
を
販
売
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
輿
課

　
「
た
ん
ぽ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
㎞
松
之

山
」
の
記
録
ビ
デ
オ
（
6
0
分
）
が
で

港
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
町
役
場
振
興
課

ま
で
運
絡
く
だ
さ
い
。

（
賊
亮
緬
格
）
一
本
三
、
五
〇
〇
円

　　　一一一　　　　榊皿　一皿榊

　　　一一一

ま
つ
の
や
ま
文
芸

川

柳

カ
ラ
ス
蒲
故
貴
い
墓
標
へ
不
始
末
を

秋
茄
子
は
た
ん
と
穫
れ
た
が
嫁
お
ら
ず

ロ
下
手
を
認
め
合
っ
て
る
ふ
た
り
き
り

　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
対
正
孝

　
柳
友
作
晶
紹
介

妻
と
い
う
宝
い
つ
し
か
忘
れ
が
ち

五
十
年
友
よ
り
隻
き
た
蝉
し
ぐ
れ

一
花
々
へ
蝶
は
名
“
刺
を
脚
直
い
て
ゆ
製
・

あ
り
余
る
欲
も
詰
ま
っ
た
冷
蔵
庫

し
み
じ
み
と
妻
に
お
礼
が
い
え
る
年

（
幽
枚
田
）

秀初佐吉丸

子江藤岡尾

◎
皆
さ
ん
か
ら
の
作
最
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

お
餓
軽
に
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　　轡酬一　柳卿

濯
琶

一一岬

触
鱗

爾
騨
顎

響

　
　
　
　
　
　
　
　
齪

　
　
　
　
　
　
力
総

　
　
心
　
　
．
議

（
斗
．
、
残

　
　
鬼
慶

イ5



l
O
［
o
り
ー

賦

蛍

　薄．

　　〈うさぎ親〉

おのづかなつみさん

　（新山・新零）

欝
・澄

轟
　「　 穿ウ』

薫溜鷲㍉襲
簿

馨

難裳建燃．醗　・
甑

雲 1温泉センター1翠の湯

麺月
誰2

　26
16
　31・

、11月 9 24！端
　　　ぴ．NL　　　　，漸

芳恵ちゃんのたん生潟に描いた絵です

　よしえちゃんとわたしがおさんぽをして

いるところです

　
き

　
鰍
　
脚

　
　
騰

霧
＼
，
ノ

霧襲

藤
“

芳恵ちゃんのたん生臼に絵をかきました

　よしえちゃんが砂場でおうちごっこをし

ているところです

［圏圏圃圏r

脳

　〈うさぎ組〉

いとう‘ノようくん

（松之山・柏葉屋）

※広報紅載せてほしくない方は、趨鐵のとき　

　に窓環にお話しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

憲禦

▼
9
月
の
で
き
ご
と

’裏914亙2n842
総　鷺　翅　縫　驚　欝　罎

2王20
鷺　欝

（死亡隼月8）
お《糟勧《羅鷺》

7・9・22

清さん74歳

　　松鑓仲屋

志賀

7・9・25

佐藤　チウさん　89歳

　　　　　天水越（林　人）

7・9・29

久保懸金太郎さん　80歳

　　　　新　山（蟹村屋

※9月18から3¢8までの麗出分です砦

2625
躍　贈

29
摺

選
挙
管
理
員
余

上
鍛
池
ト
ン
ネ
ル
翼
通
式

畏
生
委
興
会

新
町
長
初
登
庁

議
会
臨
蒔
議
会

敬
老
の
お
祝
い
　
家
薩
訪
閥

新
議
愚
醗
修
会

鋼
月
監
登

議
蝿
懇
談
会

秋
の
全
躍
交
通
安
全
運
動

　
（
3
0
繍
ま
で
）

農
業
祭
打
合
わ
せ
会

農
業
委
興
会
総
会

譲
会
運
営
委
蝿
会

交
通
安
全
街
頭
指
導
所
嗣
設

産
業
謙
災
審
入
札

▼
紛
丹
拷
臼
～
”
月
紺
β
の
予
定

191、7

研懸
1097　ユ29
贈躍欝研臼

〔町の動き一一一一一一
i　　　lo月囎現在

i総人口3，530人（0）

　　男三，718人（一王）

　　女1，8王2人（＋芝）

雛帯数1，168戸（一1）

（）内は前月との比較

リ
ハ
ビ
ソ
教
室

題
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
瓜
置

　
　
（
2
0
臼
ま
で
）

第
斑
園
驚
農
業
祭

三
種
混
禽
予
防
接
種
（
幼
兜
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室

犬
・
猫
の
引
き
取
り
（
役
場
）

農
地
相
談
（
会
場
聾
浦
紹
克

薯
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
編
集
室
か
ら

　
　
最
近
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
謬
葉

　
を
よ
く
葺
に
し
ま
す
。
広
辞
苑
に
は
、

　
竣
資
源
の
節
約
や
環
境
汚
染
防
丘
な

　
ど
の
た
め
に
）
不
矯
品
・
廃
棄
物
な

　
ど
を
再
生
利
爾
す
る
こ
と
凶
と
説
明

　
が
あ
り
ま
し
た
。
今
月
号
の
表
紙
で

も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
松
之
山
小
学

校
4
年
生
が
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

に
取
り
総
み
ま
し
た
。
活
動
は
ア
ル

、
、
、
衡
集
め
5
万
個
。
こ
れ
は
大
変
な

数
で
す
。
ア
ル
ミ
蕾
｝
添
の
長
さ
が

12

㎜
、
立
て
に
積
み
上
げ
る
と
6
㎞

で
欝
士
山
の
高
さ
の
約
届
倍
に
も
な

り
ま
す
。
本
当
に
す
ご
い
数
を
集
め

た
、
す
ば
ら
し
い
活
動
で
し
た
。

▼
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
空
き
憲
だ

け
で
な
く
新
聞
紙
な
ど
再
利
胴
で
き

る
製
編
が
勢
の
圃
り
に
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
よ
く
飲
む
蕃
ビ
ー
ル
な
ど

も
中
身
だ
け
で
な
く
、
聖
き
無
も
大

吻
に
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
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広報

．燃騨装

鑑．

酬瞭

　いや、まいったな！

　　　そのキノ：コも食べられないの

　憩月1藏qO績と大厳寺高猿キノコ狩摯大会が行われ、2欝

間の参撫巻は麺べ280人でした。参加者は、愛溺のカゴを手に

林の中へ入ってキノコ狩りを行いました。

搦て鹸キノコは、髄に講緬鑑定を受縁したが、食

べられないキノコが多くちょづとガッカリした様子。それでも

昼食には、新米コシヒカリのおにぎりとキノコ汁を食べ、秋の

大厳寺高原の～霞を満喫していました。

灘醗欝今月号のぺ一ジ麗灘
農業祭の芸能祭・美衛展…………一一2～3

購づくり検討委員報告会より…・一一4～5

第三籔ゆと箏駅伝大会、葎金改識・孕・…6～7

わだいヴ於、ガンバレ庸轡・腸・唱～n

生涯学轡だより一一一…・…一一・覗～エ3

お織ら量、戸籍の窓・・一…・……一…・…惣～蔦


